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圧力容器／格納容器の健全性評価技術の開発
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日立GEニュークリア・エナジー（株）

三菱重工業（株）
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１．事業目的

「実事故履歴分析に基づく試験条件の検討」

－ シビアアクシデント後のプラントデータ等をもとに試験計画を立案する。

「原子炉圧力容器の構造材料腐食試験」

－腐食劣化試験に用いる供試材の調達を行う。

「RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験」

－ 腐食劣化試験に用いる供試材の調達を行う。

プロジェクトの背景・目的

平成２３年度における事業の目標

圧力容器（RPV）、格納容器（PCV）構造材料
及びRPVペデスタルは高温の海水に曝された
ことにより、腐食劣化が懸念されており、その
健全性、余寿命を評価する。

炉心からの燃料取出しまでの長期間、RPV、
PCV構造物材料及びRPVペデスタルの健全
性確保のための腐食抑制策を確立し、余寿
命の延伸を図る。

腐食劣化評価対象部位（例）

：PCV関連設備：RPV関連設備
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２．事業概要

シビアアクシデント以降の温度、水質等のプラントデータを調査した。

平成23年度におけるプロジェクトの成果

実事故履歴分析に基づく試験条件の検討（1/3）
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既存研究データから腐食影

響因子を抽出するとともに、

シビアアクシデント以降の事

故履歴データに基づき、事故

後のプラント状態を(1)事故

直後の高温の期間、(2)冷温

停止状態到達までの中温の

期間、(3)冷温停止後の低温

の期間に分類し、それぞれの

期間における材料劣化を個

別に評価するための試験条

件を策定した。

(1) (2) (3)

２．事業概要
平成23年度におけるプロジェクトの成果

実事故履歴分析に基づく試験条件の検討（2/3）
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（評価）
当初の計画どおり、シビアアクシデント後のプラントデータ等から、試験計
画を策定している。

温度、海水濃度、ほう酸等をパラメータに試験マトリックス（案）を策定
した。

PCV腐食試験マトリックス（案） （例）

２．事業概要
平成23年度におけるプロジェクトの成果

実事故履歴分析に基づく試験条件の検討（3/3）

：東芝 ：日立GE ：三菱重工
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（評価）
当初の計画どおり、供試材調達を完了している。

腐食劣化試験に用いる供試材の購入仕様を検討し、本年度調達予
定であった供試材（RPV供試材）の調達を完了した。

原子炉圧力容器供試材の調達物量

RPV母材供試材（T2）の外観（例）

平成23年度におけるプロジェクトの成果

原子炉容器の構造材料腐食試験

1体RPV母材供試材（T4）： 1000X1000x t100(mm)

1体RPV母材供試材（T3）： 500X600x t100(mm)

1体RPV母材供試材（T2）： 500X600x t100(mm)

1体RPV母材供試材（T1）： 400X1000x t100(mm)

２．事業概要
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（評価）
当初の計画どおり、供試材調達を完了している。なお、実機（当時）と同等
なコンクリートの入手が困難なこと、研究期間の制限からコンクリートの養
生期間を十分確保できないことなど課題があり、本試験体の妥当性確認
方法について検討が必要である。

劣化試験に用いるRPVペデスタル鉄筋コンクリート試験体用の鉄筋、コンク
リート等の材料調達とコンクリート調合計画の策定を完了した。

供試材の調達物量

２．事業概要
平成23年度におけるプロジェクトの成果

RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験
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事項／年度

第１期 第２期

2011 2012 2013
2014 2015 2016

（前）

RPV/PCV健全性評価技術開発
(a)実事故履歴分析に基づく試験

条件の検討
(b)原子炉容器の構造材料腐食試験
(c)RPVﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ劣化試験
(d)原子炉容器、RPVペデスタルに対

する腐食抑制策確証試験
(e)原子炉容器、RPVペデスタル

構造物余寿命評価、寿命延長評価
(ｆ)腐食抑制システムの開発
(g) 実機適用性評価

事項／年度

第１期 第２期

2011 2012 2013
2014 2015 2016

（前）

RPV/PCV健全性評価技術開発
(a)実事故履歴分析に基づく試験

条件の検討
(b)原子炉容器の構造材料腐食試験
(c)RPVﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ劣化試験
(d)原子炉容器、RPVペデスタルに対

する腐食抑制策確証試験
(e)原子炉容器、RPVペデスタル

構造物余寿命評価、寿命延長評価
(ｆ)腐食抑制システムの開発
(g) 実機適用性評価

抽出した腐食抑制策詳細評価

（注入量による効果確認等）

寿命延長効果再評価

３．今後の計画

平成24年度は、当初の計画どおり、RPV、PCV、RPVペデスタルの腐食劣
化試験を実施する。
以下の2点について、当初計画からの見直し要否を検討中。
－ RPVペデスタル試験体：

試験体代替材料を選定したうえで、高温強度評価試験の実施要否
を早急に検討し、必要に応じて評価を実施する。

－ RPVペデスタルコンクリート高温損傷評価：
高温の燃料デブリ落下に伴うコンクリート損傷の影響評価が課題と
して認識されており、評価実施主体を含め、平成24年度からの検討
開始を計画する。

平成24年度事業計画における見直しの方向
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平成24年度事業目標（アウトプット）

RPV、PCVの余寿命評価に資するため、 高温海水及び希

釈海水中腐食速度データ及び高温履歴強度データを取得
する。

(b)原子炉容器の構造材料

腐食試験

(b)、(c)の結果を用いた構造健全性評価により、各設備
の現状の余寿命を評価する。また(d)の結果を用いた構造
健全評価により、寿命延長効果の認められる腐食抑制策
を抽出する。

(e)原子炉容器、RPVペデス

タル構造物余寿命評価、

寿命延長評価

RPV、PCV、RPVペデスタルの寿命延長評価に資するため、
腐食抑制策（脱酸、防錆剤等）による腐食速度データを取
得する。

(d)原子炉容器、RPVペデス

タルに対する腐食抑制策

確証試験

RPVぺデスタルの余寿命評価に資するため、高温海水浸漬
コンクリート中塩化物イオン等浸透速度データ、コンクリート
中鉄筋の腐食速度データ及び高温履歴強度データを取得
する。

(c)RPVペデスタル鉄筋コンク

リート劣化試験

平成24年度事業目標（アウトプット）実施項目

３．今後の計画
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原子炉容器の構造材料腐食試験

実事故履歴分析に基づく試験条件の検討

シビアアクシデント後のプラント
データ調査

海水腐食等に関する既存研究
データ調査

腐食抑制策の検討と候補抽出

腐食抑制策の照射影響評価

東芝、日立ＧＥ

東芝、日立ＧＥ、三菱重工

（幹事会社：東芝）圧力容器／格納容器の健全性評価技術の開発

試験条件の策定

RPV試験体製作

PCV試験体製作

高温海水／希釈海水中の腐食
試験

東芝、日立ＧＥ、三菱重工

東芝、日立ＧＥ、三菱重工

東芝、日立ＧＥ、三菱重工

東芝、日立ＧＥ、三菱重工／

JAEA※１ 、電中研※2

◎東芝

◎日立ＧＥ

RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験

ペデスタル試験体製作

高温海水浸漬コンクリート中塩化物イオン
拡散速度評価試験／高温強度データ取得

コンクリート中鉄筋の腐食速度 ◎日立ＧＥ／ゼネコン

東芝、日立ＧＥ／ゼネコン

◎東芝／ゼネコン

原子炉容器、ＲＰＶペデスタルに対する
腐食抑制策確証試験

試験詳細計画立案

腐食抑制策の確証試験

東芝、日立ＧＥ、三菱重工
／ゼネコン

東芝、日立ＧＥ／
JAEA※１、ゼネコン

原子炉容器、ＲＰＶペデスタル構造物余
寿命評価、寿命延長評価

評価条件の検討・知見調査、
評価の実施

腐食抑制システムの開発および実機
適用性評価

腐食抑制システムの開発、実機
への腐食抑制策試運用

東芝、日立ＧＥ

機器・装置開発サブワーキング

報告 管理

東芝、日立ＧＥ、三菱重工
／ゼネコン

※1: 照射環境下腐食試験（高崎地区）

※2: 高温腐食試験（横須賀地区）

４．圧力容器/格納容器の健全性評価技術の開発体制


